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Q　�高齢者福祉をさらに充実させた理由は何か。
A　�さまざまな場所に行く中で、高齢者から、月１
回行われるサロンなどが楽しみという声を聞く。
今後も、元気な高齢者が増えていってほしいと
いう思いで高齢者福祉にも力を入れた予算編成
にしている。

Q　�児童発達支援・放課後等デイサービス事業が昨
年度と比較して増額している理由は何か。

A　�社会の認知度が向上し、学校や保育所等の先生
が気付いたり、家族の意識が高まっていること
で、相談することが多くなったため、サービス
利用につながる子どもが増えているからである。

Q　�町はどのように受け止めているか。
A　�早期発見、早期療育
は対象の子どもたち
の未来を形成するも
のであり、より良い
人生を送っていただ
くための土台だと考
えている。

Q　�令和７年度は、町の最上位計画である第６次総
合計画が折り返しを迎える。目標達成に向けた
取り組みはどのような状況か。

A　�ＪＲ海老津駅周辺整備や、学校施設の適正配置
など数十年先の岡垣町を見据えてやらなければ
ならないことがある。
また、人口減少対策
の取り組みと併せて
住民アンケートを実
施し、結果を踏まえ
たまちづくりを進め
ていく。

Q　�昨年度と比較して増額している理由は何か。
A　�小中学生が巻き込まれた交通事故が発生してお
り、PTA・自治区などの要望を基に町が危険箇
所の対応を進めていくため。

Q　�運転手のマナー向上も必要ではないか。
A　�警察と一緒に啓発活動を行っていく。

誰もが元気で自分らしく
暮らせるまち

きめ細やかな子育て支援
� ３億5040万円

まちづくりの基本姿勢

より安全な町へ
交通安全対策�3150万円

岡垣町の最上位計画の折り返し
町長の施政方針・予算を厳しくチェック

①２期目がスタートする町長の施政方針

②令和７年度に実施される主な事業を議会目線で紹介

予算は「町長」が提案し、
「議会」が決めるんだよ

2定例会　概要



Q　�町独自の農業政策を始めたのはなぜか。
A　�農業従事者の減少により耕作放棄地が増えるお
それがある。将来を見据えて、小規模農家を含
めた農業者の育成を行いたい。

Q　�小規模農家への町独自の農業政策をどのように
周知している
のか。

A　�農業組合の回
覧と町ホーム
ページで周知
している。

町の事業について、どれくらいお金を使う

のかを決めるのが予算審議です。町議会で

は、町長が提案する新年度予算がどのよう

な内容か、執行内容が妥当であるか、細部

にわたり審査するため、予算は総務産業常

任委員会と文教厚生常任委員会の連合審査

会を開き、議員全員で審議しています。

Q　�定期接種の補助を受けられる対象はどうなって
いるか。

A　�年度内に 65 歳を迎える方が対象である。令和
７年度から５年間の経過措置として、その年度
に 70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95歳・
100 歳になる方も対象としている。また令和７
年度に限り、100 歳�
以上の方は全員対象�
となる。

Q　�自己負担はあるか。
A　�ある。2種類のワク
チンがあり、自己負
担額が異なる。

２日間審議した一般会計予算の討論は、６・７ページ�
に掲載しています。

各課からの予算要求をとりまとめ、町長が予算案
を議会に提出する。

役場新館３階の議場（傍聴席は４階）で、連合審
査会の審査内容を報告。それぞれの議案に対して、
賛成・反対の立場から討論。委員会報告や討論な
どを踏まえ、各議案の可否を議決する。

※議決の状況は５ページに掲載

岡垣町の予算承認の流れ

町独自の農業振興に
� 470万円

帯
たい
状
じょう
疱
ほう
疹
しん
ワクチン定期接種の補助

� 690万円 予算審査の議案

役場新館３階の第２・第３委員会室にて、町長を
はじめ担当課へ詳細な質疑などを行う審査。議案
を委員会で審査し、可否を決める。

連合審査会で各予算を審査・採決

本会議で審査結果を報告・討論・採決

129億9800万円
～令和６年度の予算と比較して７億500万円増額～

令和７年度
一般会計予算

本会議の様子は
YouTube で
視聴できるよ

3 定例会　概要



Q　�学校適応指導教室を遠賀町と共同で遠賀町内に
設置しているが、岡垣町内にも教室を設置する
予定はあるのか。

A　�２学期から岡垣町内にも設置する。従来どおり、
遠賀町と共同で運営していく。

Q　�対象となる年齢層は。
A　�小・中学生が対象となる。

Q　�老朽化した下水道管によって、全国的に陥没事
故が増えているが、岡垣町は大丈夫か。

A　�管の耐用年数はまだ超えていない。また、管の
腐食のメカニズムが近年解明されてきたため、
重点的に点検している。

Q　�浄水場から元松原に向かう道路については、ど
こまで舗装・改修するのか。

A　�今後の計画としては、国道 495 号と交わるところ�
までを予定している。また、歩道が未整備となっ
ている区間については、今後調査し、対応を考
えたい。

Q　�国民健康保険加入者が人間ドックを受診する際、
町の補助はないのか。

A　�集団健診を受けられない方に、町から個別健診
の受診票を送る。その受診票を持って、町が契
約している医療機関で人間ドックを受診すると、
生活習慣病の検査については補助対象となる。

　　※詳細は町から届く特定健診の案内をご覧ください。

学び場の拡充へ
� 300万円

老朽化した下水道管は

道路の維持・改良に向けて
� 5600万円

人間ドックの補助

行政サービスは幅広く多岐にわたっ

ていることから、より合理的に分か

りやすい会計経理を行うために、一

般会計のほかに特別会計・公営企業

会計を設けています。

■令和７年度　特別会計予算・公営企業会計予算

特別会計
国民健康保険 ３１億９７９３万７０００円

後期高齢者医療 ７億４７０２万４０００円

公営企業会計
水道 ６億３９３３万４０００円

下水道 ８億７３５１万８０００円

4定例会　概要



議決の状況
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠
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岡垣町情報プラザ人の駅設置及び管理に関する条例の一部を 
改正する条例の一部を改正する条例 賛成多数可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇

議
長
は
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
裁
決
」
と
し
て
表
明

岡垣町立体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正 
する条例の一部を改正する条例 賛成多数可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇

岡垣サンリーアイ設置条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 賛成多数可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇
岡垣町職員の勤務時間及び休日、休暇等に関する条例の一部を
改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の 
一部を改正する条例 賛成多数可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇

岡垣町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 賛成多数可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇
岡垣町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岡垣町の単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に
関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岡垣町職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岡垣町地下水の保全に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
おかがき総合福祉保健センターいこいの里の設置及び管理に 
関する条例の一部を改正する条例 賛成多数可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

岡垣町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に 
関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町敬老祝金条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岡垣町手数料条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岡垣町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 賛成多数可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 ●
岡垣町都市公園条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岡垣町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の
一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町学童保育所設置及び管理運営に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
岡垣町水道事業給水条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関す
る法律の改正に伴う関係条例の整理等に関する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に 
関する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岡垣町学校給食費条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和６年度　岡垣町一般会計補正予算（第９号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和６年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和６年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和６年度　岡垣町水道事業会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和６年度　岡垣町下水道事業会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和７年度　岡垣町一般会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和７年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計予算 賛成多数可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇
令和７年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計予算 賛成多数可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇
令和７年度　岡垣町水道事業会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和７年度　岡垣町下水道事業会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
海老津第三学童保育所の指定管理者の指定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
町道の路線認定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告事項は採決を行わないため「－」で表記しています。
第１回臨時会（１月９日開催）・第２回臨時会（２月４日開催）の議案は全会一致で可決しています。

5 議決の状況



討論は議案に対して、賛成か反対か自らの意見を表明し、その
理由等を述べることができるんだよ。
討論が終結すると、議案等の賛否を決定する採決となるため、
意見の違う議員を自らの意見に同調させるための最終的な機会
となるんだ。

　

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
公
共
施

設
に
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
が

開
設
さ
れ
る
。
ま
た
、
小
学
校
１

校
で
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
冷
水

器
が
設
置
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

昨
年
の
一
般
質
問
で
求
め
て
い
た

た
め
、
予
算
化
さ
れ
た
こ
と
は
評

価
す
る
。

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
補

助
も
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
他
の
議
員
と
共
に
一
般
質
問

で
求
め
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
党

派
を
超
え
た
共
闘
で
前
進
し
た
と

考
え
て
い
る
。

　

私
は
、
毎
回
一
般
質
問
を
行
い
、

住
民
の
声
を
代
弁
す
る
と
と
も
に
、

町
政
に
は
是
々
非
々
の
立
場
で
判

断
し
て
い
る
。
当
初
予
算
は
、
一

般
質
問
を
通
じ
て
住
民
要
求
が
反

映
さ
れ
た
予
算
編
成
に
な
っ
て
い

る
た
め
賛
成
す
る
。

　

歳
出
の
民
生
費
は
56
億
３
千
６

百
万
円
と
町
の
税
収
30
億
９
千
５

百
万
円
を
は
る
か
に
上
回
り
、
財

政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指

標
の
経
常
収
支
比
率
は
90
％
を
超

え
る
と
予
測
さ
れ
非
常
に
厳
し
い

予
算
と
言
え
る
。

　

住
民
生
活
を
下
支
え
す
る
道
路

や
水
道
、
下
水
道
等
の
老
朽
化
し

た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
再
整
備
は
避

け
て
は
通
れ
な
い
。
更
に
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

は
、
国
の
制
度
や
公
的
機
関
の
支

援
を
は
じ
め
民
間
の
活
力
を
導
入

す
る
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
等
の
積
極
的
な
取

り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。　

　

限
ら
れ
た
財
源
や
公
共
用
地
を

活
用
し
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
積
極
的
、

か
つ
大
胆
な
取
り
組
み
を
求
め
て

賛
成
す
る
。

　

令
和
７
年
度
は
、
民
間
保
育
所

や
海
老
津
第
３
学
童
保
育
所
が
開

所
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
待
機
児
童

解
消
が
期
待
さ
れ
る
。

　

当
初
予
算
を
見
る
と
、
子
育
て
支

援
と
し
て
学
校
適
応
指
導
教
室
が
町

内
に
も
設
置
さ
れ
る
。
高
齢
者
支
援

で
は
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

補
助
や
水
中
楽
ら
く
運
動
教
室
な

ど
、
健
康
を
支
え
る
新
規
事
業
も
計

上
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
自
治
区

活
動
支
援
や
物
価
高
騰
対
策
で
あ
る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
補
助
な
ど
も

予
算
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

幅
広
い
世
代
に
配
慮
し
た
予
算
編
成

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

町
で
は
安
定
し
た
財
政
基
盤
の

確
立
に
努
め
て
き
た
。
今
後
も
、

将
来
を
見
据
え
な
が
ら
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
し
た
舵
取
り
を
期
待

し
て
賛
成
す
る
。

　

昨
年
12
月
に
「
街
の
幸
福
度
ラ
ン

キ
ン
グ
＆
住
み
続
け
た
い
街
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
３
年
連
続
の
高
評
価
を

受
け
た
こ
と
に
加
え
て
、「
子
育
て

環
境
が
充
実
し
て
い
る
自
治
体
ラ

ン
キ
ン
グ
」
で
は
福
岡
県
内
１
位
に

選
ば
れ
る
な
ど
、
町
の
取
り
組
み

が
町
民
の
皆
様
に
大
き
く
評
価
さ

れ
て
い
る
結
果
だ
と
考
え
る
。
令

和
７
年
度
予
算
に
つ
い
て
も
、
小

中
学
校
の
体
育
館
の
空
調
設
置
や
、

交
通
安
全
対
策
の
強
化
な
ど
、
よ

り
き
め
細
か
い
支
援
や
施
策
が
う

か
が
え
る
。

　

町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
第
６

次
総
合
計
画
が
次
年
度
、
折
り
返

し
を
迎
え
る
。
町
の
将
来
像
、「
自

然
と
共
生
す
る　

し
あ
わ
せ
実
感

都
市　

岡
垣
」
の
実
現
が
、
今
後
も

よ
り
良
く
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
願
い
賛
成
す
る
。

平ひ
ら
や
ま山

　
正ま

さ
の
り法

　
議
員

広ひ
ろ

渡わ
た
り

　
輝て

る

男お

　
議
員

三み

隈く
ま

千ち

恵え

子こ

　
議
員

谷た
に

口ぐ
ち

　
貴た

か

之ゆ
き

　
議
員

住
民
要
求
が
反
映
さ
れ
て
い
る

民
間
の
活
力
を
導
入
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）

堅
実
な
予
算
編
成
を
評
価

き
め
細
か
い
支
援
、
施
策
に
期
待

賛 

成
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一般会計予算
８人が思いを述べた　賛成ポイントを紹介

全員賛成
全文はYouTubeで
14分から始まります

　

過
去
最
大
の
予
算
規
模
で
は
あ

る
が
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
も

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
姿
勢
を
感
じ
る
予
算
と
な
っ
て

い
る
。
災
害
対
策
と
し
て
、
公
共

施
設
の
改
修
を
行
い
、
海
老
津
駅

前
周
辺
整
備
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ
れ

て
い
く
。
小
中
学
生
の
通
学
路
確

保
や
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
に
対

す
る
井
戸
の
水
質
検
査
な
ど
住
民

の
身
近
な
生
活
に
関
わ
る
安
全
対

策
も
予
算
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

学
校
施
設
の
適
正
配
置
の
検
討
が

進
む
な
か
で
、
住
民
の
意
見
や
思

い
を
十
分
聞
い
て
、
岡
垣
町
ら
し

い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

さ
ら
に
進
め
て
ほ
し
い
と
要
望
し

て
賛
成
す
る
。

　

予
算
総
額
が
増
え
て
い
る
主
な

要
因
は
、
物
価
高
騰
に
係
る
も
の

や
老
朽
化
し
た
小
中
学
校
の
改
修

工
事
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
等
の
必
要
な
公
共

施
設
の
改
修
工
事
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
町
債
は
昨
年
度
を
大
幅
に

上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は

「
安
全
・
快
適
に
暮
ら
せ
る
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
必
要
な
も

の
で
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
の
将
来
を
見
据
え
た
町
独

自
の
施
策
と
し
て
、
小
規
模
農
家

機
械
等
導
入
補
助
金
や
大
型
特
殊

免
許
取
得
補
助
金
等
の
農
業
の
基

盤
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
予

算
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し

て
賛
成
す
る
。

　

町
の
財
政
運
営
は
こ
こ
数
年
で
、

基
金
残
高
を
増
加
さ
せ
つ
つ
町
債

残
高
を
縮
減
し
、
安
定
し
た
財
政

基
盤
を
確
立
し
て
き
て
い
る
。
そ

こ
に
、
対
前
年
比
７
億
５
百
万
円

増
の
１
２
９
億
９
千
８
百
万
円
の

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
。
こ

の
過
去
最
大
の
予
算
規
模
に
、
町

長
２
期
目
の
意
気
込
み
を
感
じ
る
。

　

特
に
、
懸
案
で
あ
っ
た
海
老
津

駅
前
周
辺
整
備
事
業
の
進
捗
状
況

に
地
域
住
民
の
関
心
も
高
く
、「
ま

ち
な
か
居
住
の
推
進
」・「
交
通
結

節
機
能
の
強
化
」
に
も
つ
な
が
る

た
め
、
今
後
の
事
業
推
進
に
期
待

す
る
。

　

ま
た
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
小

中
学
校
の
水
泳
授
業
委
託
事
業
や

屋
内
運
動
場
の
空
調
設
備
設
置
事

業
も
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

　

町
長
が
掲
げ
て
い
る
、
財
政
調

整
基
金
の
残
高
を
維
持
し
、
町
債

残
高
を
増
や
さ
な
い
と
い
う
目
標

の
中
、
一
般
財
源
の
確
保
と
経
常

的
経
費
の
圧
縮
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
予
算
に
表
れ
て
い
る
。

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
全
体
の
中
で
、
民
生
費
と
教
育

費
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
る
が
、

現
在
の
少
子
高
齢
化
対
策
と
教
育

施
設
の
充
実
は
、
必
須
の
課
題
で

あ
る
。

　

ま
た
、
町
長
は
、
岡
垣
町
の
数

十
年
先
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
た
。

第
６
次
総
合
計
画
の
目
指
す
町
の

将
来
像
に
向
け
た
予
算
で
あ
る
と

判
断
し
、
賛
成
す
る
。

川か
わ

地ち

　
啓け

い

輔す
け

　
議
員

廣ひ
ろ

渡わ
た
り

　
裕ゆ

う

次じ

　
議
員

細ほ
そ

山や
ま

田だ

　
修お

さ
む

　
議
員

太お
お

田た

　
強つ

よ
し

　
議
員

岡
垣
町
ら
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

町
独
自
の
農
業
施
策
を
評
価

海
老
津
駅
前
周
辺
整
備
事
業
に
期
待

町
の
将
来
像
に
向
け
た
予
算
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　 

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

録画データを視聴
できます

ページ 議員氏名 内　　容
８ 川地　啓輔 　１．持続可能なまちづくりについて

９ 平山　正法 　１．PFOS及びPFOAについて
◇２．町長の２期目の町政運営の姿勢について

９ 安里　雅恵 　１．住みよいまちづくりについて
◇２．子どもの声を聴く体制づくりについて

10 三角　善彦 　１．�岡垣町公共施設等総合管理計画の基本的な考
え方について

10 細山田　修 　１．水道水の安全性について

◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です

川
地

町
長
選
の
公
約
に
も
あ
っ
た
各
地
域

の
特
性
に
合
っ
た
自
治
区
・
校
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
動
支
援
は
具
体
的
に
ど
う
取
り
組

み
ま
す
か
。

町
長

自
治
区
に
対
し
て
は
、
組
回
覧
の
削

減
と
町
に
よ
る
組
ご
と
の
仕
分
け
、
広
報
お

か
が
き
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
業
務
委
託
料
の

交
付
金
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
持

続
可
能
な
自
治
区
の
た
め
、
時
代
の
変
化
に

合
わ
せ
た
適
切
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

川
地

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
担
い
手
不
足

な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
対
策
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長

各
校
区
の
実
情
に
合
わ
せ
た
課
題
解

決
に
向
け
、
自
治
区
や
育
成
会
な
ど
の
関
係

団
体
と
の
連
携
を
見
据
え
た
校
区
別
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
役
員
の
処
遇
改

善
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
づ
く
り

交
付
金
の
見
直
し
を
行
い
、
令
和
７
年
度
当

初
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

川
地

令
和
５
年
３
月
に
立
地
適
正
化
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
将
来
、
仮
に
学
校
再

編
が
さ
れ
た
時
、
校
区
の
再
編
も
視
野
に
入

れ
て
い
る
の
で
す
か
。

町
長

現
時
点
で
は
、
学
校
再
編
に
な
っ
た

場
合
で
も
、
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
を
変

え
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
長
期
的
な

観
点
で
は
、
今
後
、
人
口
減
や
社
会
情
勢
が

変
化
す
る
中
で
、
そ
の
時
暮
ら
す
住
民
な
ど

の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
時
代
に
合
っ
た
校

区
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ

と
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

議員町長
将
来
、
校
区
の
再
編
は

長
い
歴
史
が
あ
り
今
は
考
え
て
い
な
い

川
かわ

地
ち

　啓
けい

輔
すけ

 議員

岡  垣  町
⽴  地  適  正  化  計  画
〜⾃然と共⽣し、快適な暮らしを持続する都市 岡垣〜
  ２０２３年（令和５年）３⽉  策定

立地適正化計画の内容はQRコードをスマートフォンなどで
読み込むと見ることができます
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ごみ出しはルールを守って

安全・安心な水道水

安
あ

里
さと

　雅
まさ

恵
え

 議員

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

平
山

昨
年
、
芦
屋
基
地
内
の
専
用
水
道
の

水
道
水
か
ら
、
国
の
暫
定
目
標
値
を
超
え

る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
岡
垣
町
で
も
、
芦
屋
基
地
に
近
い
糠
塚

水
源
３
号
井
戸
か
ら
暫
定
目
標
値
を
超
え
る

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
検
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

い
ま
す
か
。

町
長

最
も
数
値
の
高
か
っ
た
３
号
井
戸

は
、
本
年
１
月
６
日
か
ら
維
持
管
理
運
転
を

除
き
取
水
を
停
止
し
、
１
号
井
戸
と
２
号
井

戸
へ
の
影
響
と
水
道
水
の
水
質
に
つ
い
て
の

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
下
水
の
流
動
は
遅
い
た
め
、
ま
ず
は
調

査
期
間
を
６
カ
月
と
し
、
毎
月
、
水
源
と
水

道
水
の
水
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
調
査
結
果
を
基
に
、
今
後
の

糠
塚
水
源
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

平
山

岡
垣
町
の
水
道
水
は
85
％
が
地
下
水

で
、
６
水
源
か
ら
地
下
水
を
取
水
し
、
浄
水

場
に
集
め
て
給
水
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
暫
定
目
標
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
３
号
井
戸
が
使
用
で
き
な
い
場
合
、
新

し
い
水
源
の
確
保
も
考
え
な
く
て
は
な
り
ま

安
里

ご
み
問
題
は
町
民
の
生
活
環
境
や
財

政
負
担
に
直
結
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

今
後
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
に

お
け
る
可
燃
ご
み
の
現
状
と
処
理
委
託
料
の

増
額
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

町
長

可
燃
ご
み
は
各
市
町
で
収
集
後
、
遠

賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
、

北
九
州
市
で
焼
却
処
理
さ
れ
ま
す
。
令
和
５

年
度
、
本
町
か
ら
排
出
さ
れ
た
可
燃
ご
み
の

総
量
は
６
９
７
２
ト
ン
、
一
人
当
た
り
の
年

間
排
出
量
は
２
２
１
kg
で
す
。
可
燃
ご
み
の

処
理
委
託
料
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
令
和
７

年
度
に
１
ト
ン
あ
た
り
２
万
円
か
ら
２
万
３

０
０
０
円
、
令
和
９
年
度
に
は
２
万
５
０
０

０
円
へ
の
段
階
的
増
額
が
北
九
州
市
か
ら
通

知
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
増
額
に
よ
り
令
和
７

年
度
か
ら
約
２
１
０
０
万
円
、
令
和
９
年
度

か
ら
約
３
５
０
０
万
円
の
財
政
負
担
増
の
見

込
み
で
す
。

安
里

可
燃
ご
み
で
水
を
含
む
生
ご
み
に
つ

い
て
、
少
し
で
も
乾
か
す
こ
と
を
心
掛
け
る

等
減
量
化
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

町
長

生
ご
み
堆
肥
化
資
材
へ
の
補
助
の
ほ

せ
ん
。
町
の
取
り
組
み
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

町
長

現
在
、
持
続
可
能
な
水
道
事
業
の
運

営
を
目
的
と
し
て
、
新
た
な
水
源
開
発
に
着

手
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
を
受

け
、
事
業
の
進
捗
を
加
速
化
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
発
生
の
原

因
究
明
や
除
去
施
設
の
設
置
、
新
た
な
水
源

の
開
発
な
ど
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
、
県

や
関
係
自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
ま
た
議

会
の
ご
協
力
な
ど
を
賜
り
な
が
ら
国
に
対
し

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

か
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
利
用
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
受
講
者
に
は
、
堆
肥

化
に
取
り
組
め
る
よ
う
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
の
資
材
を
配
布
し
、
利
用
促
進
に
努
め

て
い
ま
す
。
町
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、

使
用
済
み
食
用
油
を
拠
点
回
収
ボ
ッ
ク
ス
で

回
収
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
治
区
な
ど
が

自
主
的
に
行
う
資
源
物
回
収
活
動
に
対
し

て
、
町
か
ら
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

議員

議員

町長

町長

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
の
対
応
は

可
燃
ご
み
の
減
量
化
を

総
力
を
挙
げ
て
対
応
し
て
い
る

町
独
自
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

平
ひら

山
やま

　正
まさ

法
のり

 議員

9 町政を問う　一般質問



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

三
角

公
共
施
設
の
更
新
費
用
に
つ
い
て
、

財
政
負
担
の
縮
減
及
び
平
準
化
を
ど
の
よ
う

に
図
り
ま
す
か
。

町
長

こ
れ
ま
で
の
事
後
保
全
型
管
理
か
ら
、

計
画
的
に
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
予
防
保

全
型
管
理
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
財
政
負

担
の
縮
減
や
平
準
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

三
角

人
口
減
少
に
見
合
っ
た
公
共
施
設
の
総

量
を
縮
減
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
か
。

町
長

公
共
施
設
の
規
模
の
適
正
化
な
ど
に

よ
る
総
量
縮
減
や
年
度
間
費
用
の
平
準
化
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
計
画
期
間
の
40

年
間
で
公
共
施
設
の
保
有
量
を
15
％
縮
減
す

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

三
角

児
童
生
徒
に
と
っ
て
の
最
善
最
適
な

施
設
整
備
及
び
教
育
環
境
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

町
長

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
最
適
で
質

の
高
い
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
を
第
一
に
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
将
来
的
な
学
校

施
設
の
在
り
方
を
見
据
え
た
上
で
進
め
て
い

き
ま
す
。

教
育
長

学
習
面
や
生
活
面
な
ど
、
一
人

一
人
の
状
況
に
合
わ
せ
た
指
導
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
教
育
を
安
全
で
快
適

細
山
田

水
道
水
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
検
出
に
つ
い
て
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
報
道
で
突
然
知
ら
さ
れ
、
驚

い
た
町
民
も
多
い
よ
う
で
す
。
令
和
２
年
度

の
調
査
開
始
か
ら
こ
の
４
年
間
、
な
ぜ
公
表

し
な
か
っ
た
の
か
、
水
道
水
の
安
全
性
と
関

連
し
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

本
町
で
は
、
水
質
の
変
動
リ
ス
ク
を

考
慮
し
、
国
が
定
め
る
暫
定
目
標
値
の
半
分

の
値
で
あ
る
25
ng
／
Ｌ
を
自
主
管
理
目
標

値
と
設
定
し
、
水
道
水
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
管
理
を
行
い
、
安
全
性
の

確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
調
査
当
時
に
お
い
て
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
に
つ
い
て
、
水
質

基
準
項
目
に
位
置
付
け
ら
れ
て
な
く
、
水
道

水
に
お
け
る
検
査
結
果
が
国
の
定
め
る
暫
定

目
標
値
を
下
回
っ
て
い
た
こ
と
や
、
知
見
が

不
十
分
で
住
民
の
皆
様
の
不
安
を
助
長
す
る

こ
と
が
無
い
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、公
表
を
差
し
控
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
水
質
検
査
の
強
化
を
行
い
な
が

ら
、
引
き
続
き
水
道
水
の
安
全
確
保
に
最
大

限
努
め
て
い
き
ま
す
。

に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
が
必
要
で
あ

り
、
関
係
者
の
意
見
も
把
握
し
な
が
ら
将
来

を
見
据
え
た
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
町
長
部

局
と
十
分
連
携
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

細
山
田

糠
塚
水
源
の
全
て
の
井
戸
か
ら
の

取
水
を
取
り
や
め
て
は
ど
う
で
す
か
。

町
長

３
号
井
戸
に
つ
い
て
は
、
本
年
１
月

６
日
か
ら
維
持
管
理
運
転
を
除
き
取
水
を
停

止
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
態
で
１
号
井
戸
と

２
号
井
戸
に
お
け
る
影
響
調
査
を
、
ま
ず
は

６
カ
月
の
期
間
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

調
査
結
果
を
基
に
、
今
後
の
糠
塚
水
源
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

議員

議員

町長

町長

公
共
施
設
の
機
能
の
集
約
・
複
合
化
を

水
道
水
の
安
全
性
は

更
新
時
に
規
模
の
適
正
を
図
る

引
き
続
き
安
全
確
保
に
最
大
限
努
め
る

岡垣中学校の建て替えの議論が始まっています

三
み

角
すみ

　善
よし

彦
ひこ

 議員

細
ほそ

山
やま

田
だ

　修
おさむ

 議員

10町政を問う　一般質問



議
会
運
営
委
員
会

�

１
／
２２
▼
１
／
２４

議
会
の
活
性
化
を
目
指
し
て

［
視
察
先
：
千
葉
県
我あ

び

こ
孫
子
市
］

　
議
会
基
本
条
例
の
制
定
・
検
証

　

我
孫
子
市
議
会
は
、
平
成
２6
年
1２
月
に

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
社
会

環
境
が
変
化
す
る
中
、
議
会
基
本
条
例
の

目
的
の
達
成
状
況
を
検
証
す
る
た
め
、
令

和
２
年
３
月
に
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。
特
別
委
員
会
で
は
、
議
会
の
取
り

組
み
状
況
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
課
題
や
改
善
内
容
を
取
り
ま
と
め
、
議

会
の
検
証
結
果
と
し
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

［
視
察
先
：
茨
城
県
取と
り
で手
市
］

　
議
会
改
革
・
オ
ン
ラ
イ
ン
委
員
会

　

取
手
市
議
会
は
、
女
性
議
員
に
よ
る
議

会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
妊
娠
・

出
産
・
育
児
等
と
議
会
活
動
に
関
す
る
こ

と
や
、
女
性
の
視
点
か
ら
の
議
会
改
革
な

ど
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
感
染
症

の
ま
ん
延
や
災
害
の
発
生
な
ど
の
や
む
を

得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
、
委
員
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
委
員
会
に
出
席
す
る
こ
と
を

認
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
会
議
室
に

集
ま
る
こ
と
な
く
、
議
事
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

［
視
察
先
：
茨
城
県
阿あ

み見
町
］

　
議
会
改
革・議
会
改
革
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

阿
見
町
議
会
は
、
意
見
の
聴
取
や
対
話
・

討
議
手
法
を
専
門
家
か
ら
学
び
、
議
会
改
革

の
早
期
実
現
を
目
指
す
た
め
、
議
会
改
革
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
先
進
地
を
参
考
に
し
、
議
会
の

活
性
化
に
努
め
ま
す
。

�

委
員
長　

太
田　

強

頑張ってます！委員会活動
各常任委員会で町の課題を調査研究　現況調査や先進地視察の報告です

会議録 議会中継

検索はこちらから

前定例会終了後の本会議・委員会・協議会等についてお知らせします。
日付 会議等 議題等
1月7日 議会運営 第１回臨時会運営

1月9日 第１回臨時会
（１日間） 本会議・委員会・全員協議会

1月10日 研修会 県町村議会議員研修会（オンライン）
1月22日
～ 24日 議会運営 視察研修（千葉県我孫子市議会・茨城

県取手市議会・阿見町議会）
1月27日 議会運営 第２回臨時会運営

2月4日 第２回臨時会
（１日間） 本会議・委員会・全員協議会

2月14日 議会運営 第１回定例会運営
3月3日
～ 21日

第１回定例会
（19日間） 本会議・一般質問・委員会・全員協議会

3月27日 議会広報 議会だより編集
4月1日 議会広報 議会だより編集

議 会 の 動 き 次回定例会は
６月６日（金）

開会の予定です
傍聴または議会中継でどうぞ

11 委員会活動報告・議会の動き



Ｑ　�忘れられないエピソードはありますか。

Ａ　�外部の方をお招きして紙芝居やハンドベルのイベン
トを開催したことです。子どもにも親にも、とても
良い時間でした。今後も企画していきたいです。

Ｑ　�子どもたちや保護者へのメッセージはありますか。

Ａ　�気軽な家族のような集まりの場ですので、いつでも
WELCOMEです。幅広い世代が集まるので育児の
不安の相談や情報交換、また、悩みを抱えた親御さ
んだけの参加でも大丈夫です。保育士の資格を持た
れた方もいますので、安心してご参加ください。Ｑ　どのようなきっかけで会員になられたのですか。

Ａ　�初めに生まれた子の時は知らなかったのですが、次
の子が生まれた際に、友人から誘われて参加したこ
とがきっかけです。そのようなつながりの会員さん
が多いです。

Ｑ　�会員はどのくらいいますか。

Ａ　�数年前は 25家族いたのですが、コロナ禍を経て一
時期は３家族ほどになりました。現在は 15家族ほ
どで構成されています。

Ｑ　�どのような思いで活動されていますか。

Ａ　�母親のちょっとした息抜きになるように、家族のよ
うな、昔のご近所さんのような、みんなで子どもた
ちの成長を見守りたいという思いで活動しています。

この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんの活動
内容、町や議会への要望などを取材しています。

わらしっこクラブは、未就学児・未就園児とそ
の保護者を対象にした子育てサークルです。平
成７年から約 30年、時代とともに変化をしなが
ら、親子の交流の場として活動しています。活
動は月１回、こども未来館や中央公民館にて 10
時から 12 時、または 10 時から 14 時です。年
３回ほどはイベントを行っています（会費無料
ですがイベント時にはお弁当代などを頂いてい
ます）。

会長　田中　美香さん

わらしっこクラブインスタグラム

取材した日は、おもちゃ図書館とのコラボの日
たくさんのおもちゃで遊んでいます

見学もできるので、気になる人は上のQRコードを読み込んで、お気軽にわらしっこ
クラブのインスタグラムにメッセージを送ってね。お待ちしてます！

お子さんたちは楽しく遊
び、ママたちはゆっくりお
話しして、皆さんとても
仲良く過ごしています！ 
コミュニケーションをた
く さ ん と れ る よ う に フ
リートークの月も多く予
定しています。気軽に遊
びに来てください♪
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ちちいきのいきのちちからからびわりんびわすけの

12岡垣町イメージキャラクター
びわりん＆びわすけ

� ～親子で一緒に楽しい時間を過ごしたい～

団体紹介：第21回　わらしっこクラブ　


